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2. バ タ ムエ 業 団 地 （TheBatamIndustrialPark)
バ タ ム 島に は 現 在（1 ）TheBatamIndustrialPark 、（2 ）KabilIndustrialEstate 、（3 ）SuarInternationalDevelopment(KuanghwaIndustrialEstate
） の三つの工業団地がある。（1) はSalimGroupofIndonesia
（60 ％）、SingaporeTechnologiesIndustrialCorporation （STIC ）（30％）、Juron
50
EnvironmentalEngineering （EE) （10 ％) の出資によるインドネシアの企業「BatamlndoInvestmentCorporation
（BIC ）」 と、SalimGroupofIndonesia （50 ％）、SingaporeTechnologiesIndustrialCorporation
（STIC ）（30 ％）、JuronEnvironmentalEngineering （JEE ）（20 ％）の出資に よるシン
ガ ポールの企業 「BatamlndoIndustrialManagement （BIM ）」の共同開発によるものであり、団地
面積は500ha で1995 年8 月現在の操業社数65 社である。島の中央 のムカクニソ（MukaKuning ）地区
にある。（2）はPT.CITRA （75 ％）、インドネシア民間企業（25 ％）に よるもので、開発面積170ha で5
社が操業している。 島の東部、空港に隣接しているよ（3）は台湾民間企業（75 ％)、インドネシア民
間企業（25 ％）で、開発面積339ha で9 社が操業してい る。計画としては上記 のほ かに3 ヶ所ある
が、未だ開発に着手していない。ハタ ム島には工業団地のほかに工業地区がSekupang およびBatuAmpar
地区にあ り、前者にはシンガ ポール、日本企業 計23 社がPCB （配線基盤）の組立等の軽工業
に従事し、後者では アメリカ、日本の企業 計20 社がパイプ、鉄骨組立等の重工業に従事している3)。
バタ ム島の経済開発については、1972 年にアメリカのBECHTEL 社 と日商岩井が、インドネシア
のPERTAMINA の依頼を受けてインドネシア政府の代 行として、 バタ ム島の石油と天然 ガ スの探
査及び関連産業振興の予備調査を実施し、問発戦略を作成し提案したことが開発マスタープラソの
はじまりだと言われる。1977 年に石油関連産業の将来展望に関連して別の総合工業開発計画が作成
され、1978年に全 島自由貿易地域の指定を受け た01979 年にはバタムエ業開発庁(BatamIndustrialDevelopmentAuthority
）と公共事業 省が共同で計画の見直しを実施し、2006 年目標の総 合開発計
画を作成した。1989
年10 月にはスハルト大統領、 リー・クァソユー首相によるバタム島開発の協議を うけ て、イ
ンドネシア政府はバタム島におけ る外国投資に対し て規制緩和を実施した。外国投資優遇策として
（1）最初の5 年間100 ％外資による会社の設立を許可、（2）6 年目以降に5 ％の株式 の現 地化を実 施
すること、（3）最低投資額は100 万ドル（US ）、（4）合弁企業 の存続期間は30 年間、（5）外国人職種に
規制なし、（6）バタム島全体が保税地域の為すべて輸入税 ・輸出税ゼロ、（7）法人所得税は最高35％、
（8）国外への金利、配当、 ローヤリティの送金は源泉税20 ％、（9）資金調達に関してオフショア金融
を認め、自己資本負債比率は1 ：3 があげられる。 外国投資禁止分野は労働集約的産業、造船業レ
籐・木材加工産業、化学産業、大量に水を使用する産業、公害発生産業である。1989
年12 月にはシンガポ ールのゴー・チ ョタトソ第1 副首相（現首相）が「GrowthTriangle 」構
想を発表し、1990 年1 月H 日にはバタ ムエ業団地（BatamIndustrialPark ）建設のための合弁会社
が、インドネシア側にBatamlndoInvestmentCorporation （BIC ）、 シ ンガ ポ ール側にBatamlndoIndustrialManagement
（BIM ）が設立された。1990 年2 月28 日にはシンガポールのりー・シ イェソ
ロソ副首相兼貿易産業大臣、インドネシアのハビビ研究技術国務大臣、ラディウス・プラウィロ経済












番目の進出企業として2000万us ドルの投資を行なった。1990 年8 月28 日にはシンガポールの
り- ・クァソユー首相とインドネシアのスハルト大統領がインドネシア・リアウ州開発のための経
済協力・投資保護協定に調印し、住友の合弁企業の工場の上棟式に出席した。1991年1 月28日には、
フランスのThomsonSA の子会社であ るThomsonConsumerElectronics がdevices お よびTVsub-modules
の生産を開始した。PT.SumitomoWiringSystems が生産を開始したのは1991年3 月1
日である。シンガポールに住居を構えバタムエ業団地で働く外資系企業の役員達のために、シソ



























）賞与（基本給十食事手当て）1 ヶ月分／年：1 年目Rp.170,000、2 年目Rp.180,0002
年間平均Rp.175,000／年(Rp.14,584 ／月，568円／月）4
）慰労金（2 年契約修了時）:Rp.575,000 ／2 年（934円／月）5
）リクルート費用：


















日（97円／日）である。1 ヶ月の超過勤務lit60時間である。1995年8 月現在で総従業員数は3L328 人
である。
中間管理職に関しては企業独自に人材の調達は可能である。
為替レートは1995年7 月末の＼100＝Rp.2,566、シンガポール$1.00 ＝Rp.l,621.7 に より計算し
た。
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4 ．バ タ ムエ 業 団 地 の生 産活 動 基 盤 整 備状 況
工業団地の総面積は500 ヘ クタールであ り、200 ヘ クタール（40 ％） が道路、 発電所、水処理施設、
通信設備、従業員 宿舎、公共施設等に当てられている。
工場は3 つ のタイプ （A 、B 、C ）が用意されてい る。A は空調設備の完備 した3 階建ての工場
である。1 階は3,061m 、1 ヶ月の賃貸料は基本料金S ＄47,445.50 （ ＼2,998,556 ） で、維持費S$3,673.20
（￥232,146 ）、空調サービス費S ＄765.25( ￥48,364 ）合計S$51,883.95 （￥3,279,066 ）
である。2 階は3,078 ㎡、賃貸料はS ＄47,555.10 （ ＼3,005,482 ）、3 階は3,078rr! 、 賃貸料はS$44,784.90
（￥2,830,406) であ る。 従 ってA タイプ1 ブ ロ ック（9,217 ㎡） の 賃 貸 料 はS$144,223.95
（＼9,114,954 ）である。B タイプには平屋建て独立工場のB （2,100nf ）、B4 （2,700n!
）、B5 （l,800nf 、TerraceFactory ） の3 種類あ り、空調 設備 のない 工場 の賃貸 料は夫 々s$27,769.20
（￥1,755,013 ）、S ＄35,630.29 （ ＼2,251,834 ）、S ＄23,783.63 （￥1,503,125 ）である。c
タイプはTerraceWorkshop 様式で床面積は972 ㎡である。賃貸料はS ＄10,802.55 （￥682,721 ）
である。このほかに注文建築工場用地として整地済み売り地があ り、基盤設備 、周辺付帯設備込み
でlrrf 当たりS ＄160 （￥10,112 ） である8）。
工業団地の電力供給能力は76.4MVA であ る。 島内 の火力 発電 に より賄 ってい る。将 来は350MVA
にする予定である9）。分電標準電圧は20KVA ／50Hz であり、テナントは自費で380V または220V
に電圧を下げ る必要があ る。引込 料金は 使用電力 に よりS$0.40 （￥2.5 ）／VA ～S$0.07
（Y4 ．4）／VA 、基本料金はS$3.30 （￥208.6 ）／KVA ～S$3.50 （￥221.2 ）／KVA 、使用料はS$0.147
（￥9.3 ）／KWH ～S$0.152 （＼9.6 円）／KWH である10)。
水の供給能力は 島内の3 つの貯水池 よりの供給で、5,500m ／ 日が 可能 であ り価格はS$1.70
（￥107.4 ）／nf である。将来は入江をせき止めて淡水化することに より、3,850 リットル／秒を計
画している。ちな みに1994 年の水の供給は850 リットル／秒である11）。
通信システムは シンガポク ル中継方式 （IDD ）であ り、容量は2,000 回線であ る。設置料金は1 回
線につきS$402 （ ＼25,406.4 ）である12)。
港 湾設備は1 ）Sekupang 港 （船 舶接岸能力10,000 ト ソ 客船及 びフ ェ リ ー用）、2 ）BatuAmpar
港（35,000 トソ 貨物・コンテナ一 船舶用）、3 ）Kabil 港(35,000 トソ 貨物・コンテナ一
船舶用）がある。将来は150,000 トンが可能の計画がある。Sekupang 地区とSagulung 地区には軽工
業、港湾、ヘルスセンター、観光、事務所、海老養殖施設、農業 、住居があり、BatuAmpar 地区、MukaKuning
地区には軽工業、観光施設、漁業施設、農業 施設、事務所、商店等がある。Nagoya は





















5 ．進 出 企 業1
）PT.SanyoEnergy （Batam ）Corporate'^ ）1992
年4 月10 日設立、発行済み株式数22,000 株（額面金額us ＄100 ）、払込み資本金us ＄2,200/000 ．
株主構成 は三洋エナジー香港19,800 株 （90 ％）、三洋エナジーシソガポール2,200 株（10 ％）。
事業 内容は無公害電池のN レCd 電池及び電 池応用商品 の製造である。 主とし てヨ ーロッパ 向け
に輸出している。1994
年 の売上高はus ＄2,306 万であ り、1995 年の売り上げ 目標はus ＄4,474 万 である。
生産能力 はカド ユカ電池月産660 万個、充電式 ライト月産16 万台、電気カミソリ月産3 万台、そ の
他 （ハンディ・クリナーなど）月産1 万台である。
従業員は1995 年7 月現在567名でその内日本人9 名、スタッフ15 名、エンジニア47 名である。男女
比率は17:83 である。
工場はA タイプの3 階建てで、敷地面積9,750ni(75mX130m 九 建坪3,360m （48mX70m ）である。
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2 ）PT.SumitomoWiringSystemsBatamIndonesia （SBI)" ）1990
年12 月にSumitomoElectricIndustries,Ltd. とSumitomoWiringSystems,Ltd. およびSalimGroup
の共同出資で進出した。現在シ ンガポールのSumitomoElectricAutomotiveProductsPte.Ltd.
がPT.SumitomoWiringSyatemsBatamIndonesia の運営と調整を行ない 、生産計画・資材購
入、輸出入機能を掌握している。資本金はus ＄500 万、（100％ 自己資本）、従業員656 名、 日本人経
営陣4 名 である。日本人経営陣 の家族は全てシンガポ ールに在住してい る。SBI はバタムエ業 団地
の第1 号のテナントである。
生産品目は自動車用 ワイヤー・ハーネス（wiringharnesses ） で主 としTてト ヨタ自工向け で一部
ニッサソ、ホソダ向けに供給されている。 自動車には電気配線が不可欠で、それによって多 くの情
報や動力を伝えているが、自動車の構造が年 々エレクトロニックス化を 進行 させ多用 す る ように
な って、今 日では回路数は1,000 を越えている。WiringHarness は多数の電 線 （wires ）、 被膜電線
（cables）、連結器(connectors ）、管（tubes）、テープ（tapes）をパ ッケージにした電 線回路ネット
ワ¬ク・システ ムであ る。SBI
が順調に生産を軌道に乗せることが出来だ のは 、現地採 用の オペ レー タ- を 操業 開始 に先
立 って全員 日本で6 ヶ月の研修を受けさせたことによる。能率、品質の向上に研修ぱ勿論効果的で
あ ったが、それ以上に工場を早く立上げ るためにはこの研修は非常に効果的であった。従業員1,000
名、月 商4,000 億円である。SBI には 次の5 つ の目標がある／B'estqualityandreliability,'A'dvancedtechnologyandskill,'T'riangularregionalprosperityandwelfare,'A'ssuredprogressandharmony,and'M'aximaltrustandcredibility.
それぞれの頭文字ぱBATAM ”となる。1995













































































カ ド ユ カ 素 電 池 、 カ ド ユ カ 組 電 池 加 工 、 電 池 応 用 商 品391


































































































































































































こと、2 ）初期投資が少なくて済むこと、3 ）従業員の採用が容易であること、4) マネジャーク
ラスのジョブホッピングが少ないこと、5 ）授業員の平均年令が若く精神的不安定（ヒステリー）
がいないこと、6 ）派遣会社による人事査定の煩わしさがないことなどが挙げられる。ディメリッ
トとして、 い シンガポールの影響による賃金および物価の上昇傾向のあること、2 ）中間管理職
層が不足していること、3 ）派遣会社による同一従業員の採用期間が2 年で切られること、4 ）輸

























）BatamlndoIndustrialManagementPteLtd.,BatamIndustrialPark,8 頁 お よびPT.SumitomoWiringSystemsBatamIndonesia,
内部資料による。
参考文献BatamlndoIndustrialManagementPteLtd.,BatamIndustrialPark.BatamlndoIndustrialManagementPteLtd.,NevusofBatamIndustrialPark,December1994.BatamIndustrialPark,BatamIndustrialParkStatistics.
マレーシア日本人商工会議所「バタム・シンガポール・ジョホール投資環境調査報告書」，1993PeraturanPemerintahRepublikIndonesia,Nomor20Tahun1994,PT.SanyoEnergyBatamCorporate,
内部資料1995年8 月。PT.SumitomoWiringSystemsBatamIndonesia,
内部資料「バタム島開発の歩み」。RencanaPembangunanLimaTahunKeenam1994/1995
－1998/1999SebagaiPengamalanPancasilaBukuV.
ジャカルタジャパン・クラブ「インドネシア・ハンドブ ック1994年」。
追記
バタム島の現地調査にあたり、住友電気工業株式会社自動車部首席佃辰雄氏には貴重な資料を送
付していただき、また、PT.SanyoEnergyBatamCorporate の佐藤祐輔氏には資料の説明および現
地工場の案内をしていただいた。OtoritaPengembanganDaerahIndustriPulauBatam （BatamIndustrialDevelopmentAuthority
）の所長T.OtmanRasyid 氏にはバタム島の開発の現状と展望に
ついて話していただいた。心から感謝の意を表したい。 十
て1995年12月6 日受理）
